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〈 企画要旨〉

　幼稚園教育要領 「表現 （音楽的側面）」における 「ね

らい 」 や 「内容j は、幼児教育の本質をっ い た 哲の で

ある。 しか し、実際の保育では、それ らは漠然とした

指導内容や方法 へ と変化しやすい。例えば 「ねらい 」

の （1）い ろい ろな もの の 美しさなどに 対す る豊か な

感性をもつ 、とい う内容は、保育現場にお い て は、何

とな く綺麗な物や音楽に 触れ させ て お け ば、豊か な 感

性 が育っ て い くように考え られやすい の で ある。そ こ

に は、具体的な環境設 定 と具 体的な指導方法等の 洞察

が存在 して い ない よ うに思 われ る。したが っ て 、指導

案に は、「ね らい 」が音楽的要素に よらない で、単に 「親

しませ る」 とか 「楽 しく」 とか の 抽象的な語句と教材

の羅列が存在する こ ととなる。 そこ には、子どもに何

を育てたい の かの 具体的な視点 と、何が育っ て い るの

か の眼 の 付け所 が 欠けて しまい やすい の で は ある ま い

か。 そ の結果、指導 （案）には発展 1生がなく、い つ も

同じような内容 に終始 して しま うと考え られる。

　そ こ で今回の シ ン ポジ ウム に おい て、幼稚園教育要

領を実 りあ る もの とするた めに、その 実際に つ い て 討

論するこ とと した。

〈 討論の 意図 〉

　 企画要 旨を受けて、養成機関の 教員と保育者とが

詞論するこ とに よっ て 、幼稚園教育 要領 を実 りあ る も

の とする こ とが今回の 第
一

の 意図で あ る。 そ して 討論

す るに あた っ て、保育現場 か らの 意見、幼稚園教育要

領 に対す る大学教員の 理解の 仕方等か ら言及す る こ

とに よっ て 、幼稚園教育要領を具現化するた め の 方策

を探る こ とが 第二 の 意図で あ る。

〈 幼稚園に お ける指導の 実際に関 して 〉

　　　　　　　　　門松　良子 （芥子山幼稚園）

幼稚園生活の 中で音楽は、大きな位置を占めて い る。
しか し、その 具体的な指導にっ い て は、は っ きり とし

たもの がないた め、い ろい ろな曲を与えて 子ども達が

楽 しければよい、喜ん で取り組ん だらよい とい うこ と

になっ て しまい がちで ある。そ して、そ の 時期に 流行

したもの をすぐに取り入れた り、次々 に 新 しい 曲を歌

わせ た り、教師の 好み で 曲を選ん だりす る こ とが多く

なっ て い る。また、手遊び なども、 子 ども達を静か に

させ るた め の 手段 と して使われ る こ とが 多い の が現状

で ある。

　幼稚園で は幼児に音楽的要素をね らい とした指導を

しなくて も、音楽の 楽しさを感じさせ るだ けでよい の

ではない かとい う風潮がある。その原因として、幼稚

園教育要領では音楽が 「表現」 と して 大きくとらえら

れてお り、具体的に音楽の何をどの ように指導して い

くの か がどこ にも記述されて い ない 二 とが考えられ る。
そ の た め、曲を分析 して音楽的要素をねらい とすると

い うこ とが分か りに くく、楽しさをね らい と して し ま

い がちで あるn 幼児の 発 達を と らえ て は っ き りと した

ねらい を決定す る こ とが で きない た め、幼児に 何が 育

っ て い るの か 、ど こ を見た らよい の か 分か ら ない まま

に指導を し、曲が 変わ るだけ で 同 じ こ との 繰り返 しに

なっ て い る こ とが多く見 られ る。ま た 、ね らい を もっ

て指導をす る とい う こ とに なる と幼児 に教 え こむ こ と

にな っ て しまい 、指導方法 につ い て も闘 題 が多く見 ら

れ る。

　幼児 に 音楽 を指導す る とい うこ との 内 容が は っ き り

しない た め 、 現場で の 指導が 混乱 して い る と思 う。

〈 幼稚園教育要領 から保育者 は どの よ うな保育を

考えるか 〉

　　　　　　　　　　　菅　眞佐子 （滋賀大学）

　領域表現 の 音楽的側面に 関 して、幼稚園教育要領が

示す 「ねらい 」や 「内容」 は 具体的な環境構成 ・指導

方法を示 して い ない の で はない か、との 問題意識に基

づ き、幼稚園教育要領が挙げ る 「ねらい 」 お よび 「内
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容」 の 各項か ら保育者たちが実際にどの ような保育を

考えて い るか 、 また 、そ う考える理由は何か につ い て、

幼稚園教諭 と4年制養成課程在学中の 学生数名ずつ に

自由記述 に より回答を求めて みた。

　得 られた回答 をみると、全体的に、幼稚園教諭の方

が学生 よりも保育活動 の 内容 ・
理 由にっ い て よ り幅広

く詳細に言及 して い たが、以下の 傾向につ い ては 共通

したもの が 見られ た
。 すなわ ち 、質問全項目に対 して、

「〜に触れる」 「〜に 親 しむ」 「〜を楽しむ 1 「〜 を とも

に感 じ合 う」とい っ た保育活動が多く挙げられて い た。

また 、 音楽的側面を特に明示 してい る 「内容」 の（6）
「音楽 に親 しみ 、歌を歌っ た り簡単なリズム楽器を使

っ た りする楽し さを味わ う」、あるい は（1）「生活 の 中

で様 々 な音、色、形、手触 り、動きなどに気付い た り

楽 しん だ りす る」、（4）「感 じた こ と、考えた こ となど

を音や動き な どで 表現 した り自由に かい たりっ くっ た

りする」 な どの項に 限定 して み て も、（6）に関 して 「楽

器に触れ、そ の 音を楽 しむ」 「楽器に親しむ」
「子 ども

が親しみ やすい 楽器を用意 した り親しみの あ る曲のM

D を用意したりする」 「思 い っ きり表現で きるよ う、教

師もともに楽 しさを味わう」「簡単なリズ ム 楽器を使 っ

て、楽 しい 雰囲気を味わ う」、（1）に関して 「自然の 中

にある音に気付く
・楽しむ」、（4）に関して 「音を聞い

て そこ か らイ メージする動きを表現する」、とい っ た 保

育活動が多く挙げられ て おり、「気付 くj 「親しむ」 「楽

しむ」 「共感 し合 う」 とい っ た 活動は、明確に 目指され

て い るが、それを実現するために、音楽的要素の どの

よ うなもの をどの ように配置し、目指す とこ ろに活動

を持っ て い くか、とい う具体的な内容につ い て言及さ

れ た 回答は ほ とん ど見 られなか っ た。

　一
方、そ の ような保育を考える理 由と して は、「音

楽会の ため に 決め られ た 楽器 の演奏を練習す る の で は

な く、『音』そ の もの を十分楽しめる保育が望ま しい と

考える」「発達段階て管 楽に親しむ時期を大切に したい

か ら」「楽 しむ過程で 子 どもの 自由な発想を大切に した

い から」 とい っ た理由が回答され てお り、領域表現に

おける活動の 意義やね らい に つ い て は、保育者た ちは

基本的に理解 ・意識して おり、 日々 それに基づ い た保

育実践を 目指 して い る こ とが伺われる。

　 以上 の結果から、幼稚園教育要領 で 文章化 され てい

る 「ねらい 」 や 吶 容」 か ら、保育者は 「ねらい 」 に

つ い て は理解 ・
把握するこ とがで きて い るが、その ね

らい を達成するた めの 具体的な内容
・
方法に っ い ては 、

幼稚園教育要領の 文章自体か ら読み と るこ とは難しい

の で はない か と考え られ る。

〈幼稚園教育要領の 「表現 （音楽的側面）」の解釈を

　めぐっ て

　　　　　　　　　　　　 志村洋子 （埼玉大学）

　 現代の乳幼児は、TV ばか りでなくコ ン ピュ
ー

タ

や携帯電話等の 多種多様な音楽躙 竟に生きて い る 。

一

方、その幼児の 主たる生活 の 場 となっ て きた 保育室で

展開 され る音楽活動は、「教育要領」の 改訂が行なわれ

た現在に 至 る まで、ピア ノ やオル ガン を中心と した歌

唱活動や器楽演奏活動が 主で あ る。保育者が ピア ノ を

弾き、そ れに合わせて 幼児が一斉に声を張 り上げて歌

っ た り、楽器を弾くとい う日本独自の ス タ イル が相変

わらず
一
般的なもの となっ てい る。しか し、例えば幼

児の 歌唱活動は、単に保育者の鍵盤楽器 に よっ て提示

された曲を再生するだけの もの で は ない
。 幼児はさま

ざまな思い をもっ て、保育者や友だちの 歌声に触発 さ

れ声を合わせ表現する。

　 保育室で の 歌唱活動は、歌 うこ とが持っ 本来 の 「楽

しみ 1 を味わえるもの でなけれ ばならない 。単に曲の

歌詞や旋律を再生させ るだけの活動に止ま っ て い るの

で は、「幼稚園教育要領」が示 す 「ね らい 」 にすら到達

で きない。また、鍵盤楽器に 習熟してい なレ保育者に

とっ ては、幼児の前に立っ とき、ひたすら間違えない

よ うに 弾くこ とだけを念頭に 置い て、幼児 とともに楽

しむべ き活動が、どの ように幼児が受け止 め られ 音楽

的に楽しまれて い るか さえ、把握 で きない こ とも多い。

　「上手に歌えましたね」とい うことばか けが空虚に響

き、幼児さえ も白けて しまうような援助が本 当 にね ら

い を満足させるもの と言 えるだろうか。

　 保育者養成に お い て 、 まず求められ るもの は、曲が

持つ 音楽的な楽しみがどこにあるのか、またその 真の

音楽的な楽 しみ を味 わ うには、音楽的な配慮を どの よ

うにすれば的確に子 どもの 育ちを援助で きるの か につ

い て 、具体的に 理解するこ とで あ る。 表現手段 も多様

で、発 声の 音域に みられ る ように個人差の 大きい 幼児

期に、音楽の 「なに 」 を 「どの ように」提示 し、幼児

の 音楽的な 「な に」 を豊か に育て る こ とを願 うの か 、

具体的な視点 を持つ 必 要がある。

その 意味で、「教育要領の 文言」 が
一定の 音楽的 レベ

ル で 直接に子 どもと関わる保育者と保育者を志望する

学生 に真に 理解され る こ とが 望 ま れ る。

s3
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


